
沼津国際交流協会規約 

      

(名 称) 

第１条  この団体は、沼津国際交流協会(以下「協会」という。) と称する。 

(事務所) 

第２条  協会は、事務所を沼津市御幸町16番１号沼津市役所内に置く。 

(目 的) 

第３条  協会は、国際社会の一員としての自覚のもとにふれあいを基調とした国際交流を推進し、個

性と活力にあふれた「国際文化都市 沼津」の創造と世界の平和に寄与することを目的とする。 

(事 業) 

第４条  協会は、前条の目的を達成するために次に掲げる事業を行う。 

(1) 国際交流に関する事業の計画及び実施                    

(2) 国際交流に関する調査及び研究 

(3) 国際交流に関する広報啓発事業の計画及び実施 

(4) 国際交流関係諸団体との連携及び情報交換 

(5) その他目的を達成するために必要な事業 

(会 員) 

第５条  協会は、第３条の目的に賛同する個人並びに団体及び法人(以下「会員」という。)をもって

構成する。 

   ２ 中学生以下の個人は保護者の同意を要件とする準会員と規定する。 

(会 費) 

第６条  協会の会費は、次に掲げるとおりとする。 

(1)  個人会員 年額 3,000円(ただし10月以降入会の場合初年度1,500円) 学生1,500円 

(2) 団体会員及び法人会員 年額10,000円 

(3) 賛助会員 年額一口5,000円（一口以上） 

(4) 準会員 無料 

２ 既納の会費は、その理由の如何を問わずこれを返納しない。 

(役 員) 

第７条   協会に次に掲げる役員を置く。 

 (1) 会長   １人 

 (2) 副会長  ５人以内 

 (3) 理事   23人以内 

 (4) 監事   ３人以内 

２ 理事(次項に規定する理事を除く。) 及び監事は、総会において会員の中から選任する。 

３ 会長及び副会長は、理事の互選により選出する。 

４ 第１項第３号の理事のうち１０人は、第１３条第３項に規定する部会長及び副部会長をもって

あてる。 

(役員の職務分掌) 

第８条   会長は協会を代表し、その業務を総括する。 



２ 副会長は会長を補佐し、会長に事故あるとき又は会長が欠けたときは、あらかじめ会長が指

定した順序によりその職務を代理する。 

３ 理事は協会の運営及び業務の執行にあたる。 

４ 監事は協会の会計及び業務を監査する。 

(役員の任期) 

第９条    役員の任期は２年とする。ただし、補欠の役員の任期は前任者の残任期間とする。 

２ 補欠の役員は、第13条第３項で選出できなかった場合を含め理事会において選任出来る。 

３ 役員は再任を妨げない。 

４ 役員は任期が満了した場合であっても、後任者が選任されるまではその職務を行うものと

する。 

(顧問及び参与) 

第１０条  協会に顧問及び参与を置くことができる。 

２ 顧問及び参与は理事会の承認を得て会長が委嘱する。 

３ 顧問及び参与は協会の理事会及び会議に出席して意見を述べることができる。 

(総会) 

第１１条   総会は、毎年１回会長が招集する。ただし理事会が必要と認めたとき、または会員の三分の一

以上の者から請求があったときは、臨時に招集することができる。 

２ 総会に付議する事項は次のとおりとする。 

(1) 役員(第７条第３項の理事を除く。) の選任に関すること。 

(2) 規約の制定又は改廃に関すること。            

(3) 事業計画及び事業報告に関すること。             

(4) 予算及び決算に関すること。 

(5) その他理事会が必要と認めたこと。 

３ 前項の規定に係わらず、次に掲げる事項については総会の議決を経て理事会に委任することが

できる。 

(1) 事業計画成立後に生じた新たな事業の追加。 

(2) 補正予算の編成。 

４ 総会は会長が議長となる。 

５ 総会の議事は出席会員(賛助会員を除く)の過半数で決し、可否同数のときは議長の決する

ところによる。 

(理事会) 

第１２条  協会に理事会を置く。 

２ 理事会は、第７条第１項第３号に規定する役員をもって構成する。 

３ 理事会は、次に掲げる事項を協議し、決定する。 

(1) 事業の執行に関すること。 

(2) 総会に提出する事項に関すること。 

(3) その他会長が必要と認めたこと。 

４ 理事会は、会長が必要と認めたときに招集する。ただし、理事の過半数の要請があるときは、会

長はこれを招集しなければならない。 

５ 理事会は、理事の三分の二以上が出席しなければ会議を開くことができない。 



６ 理事会の議事は出席者の過半数で決し、可否同数のときは議長の決するところによる。 

７ 顧問及び参与は必要に応じ、理事会に出席することができる。 

 

８ 監事は法律の定めるところにより、理事会に出席することができる。 

９ 会長は、理事会の会議に必要があると認めるときは、第２項及び第７項に規定する者以外の者

の出席を求めることができる。 

(部会) 

第１３条  協会に次に掲げる部会を置く。 

（1） 企画広報部会 

（2） 国際理解教育部会 

（3） ふれあい部会 

（4） カラマズー部会 

（5） 岳陽部会 

２ 会員は部会に所属することができる。 

３ 部会に部会長及び副部会長 1 人を置き、部会に所属する会員の互選により定める。ただし、

互選されえなかった場合理事会で選任することができる。 

４ 部会内に部会運営委員を置くことができる。 

５ 前各号に定めるもののほか部会に関し必要な事項は、理事会で定める。 

(賛助会員) 

第１４条  協会の活動に賛同するものは、賛助会員となることができる。 

２ 賛助会員は協会の国際交流に関する情報などの供与を受けるとともに、協会の行う国際交流事

業に参加することができる。 

３  賛助会員になろうとする者は、その旨を記載した文書に賛助会費を添えて会長に申し出な

ければならない。 

４ 前項の賛助会費は、年額一口５，０００円とし、一口以上とする。 

(会員の入会、退会、除名) 

第１５条  会員として入会を希望するものは入会申込書を会長に提出し、理事会の承認を受けなけれ

ばならない。 

２ 会員は退会しようとするときは退会届を会長に提出しなければならない。 

３ 会員が死亡し、または会員である団体及び法人が解散したり、会費または賛助会費が未納

であったり、理事会において不適格と認められたときは、会員資格を失う。 

４ 会員が、この協会の名誉をき損し、協会の目的に反し、又は秩序を乱す行為をしたときは、

理事会において理事の３分の２以上の同意を得て、その会員を除名することができる。 

５ 前項の規定により会員を除名しようとするときは、その会員にあらかじめその旨を書面で

通知するとともに除名の決議を行う理事会において弁明の機会を与えなければならない。 

(経費) 

第１６条  協会の経費は、会費、交付金、補助金、賛助会費、寄付金その他の収入をもって充てる。 

(会計年度)  

第１７条  協会の会計年度は、毎年４月１日に始まり、翌年３月３１日に終わる。 

(事務局) 



第１８条  協会にその事務を処理する事務局を置く。 

２ 事務局に事務局長その他必要な職員を置くことができる。 

 

(委任) 

第１９条  この規約に定めるもののほか協会の運営について必要な事項は、理事会が別に定める。 

 

付則 

この規約は、平成４年４月１７日から施行する。 

 付則 

この規約は、平成５年４月１７日から施行する。 

 付則 

この規約は、平成８年５月２４日から施行する。 

ただし、第６条第１項の改正規定は平成９年４月１日から施行する。 

 付則 

この規約は、平成１２年５月１３日から施行する。 

 付則 

この規約は、平成１５年５月１７日より施行する。 

付則    
この規約は、平成１６年５月２２日より施行する。 

付則    
この規約は、平成１７年５月１４日より施行する。 

付則    
この規約は、平成２９年５月２１日より施行する。 


